
コンクリート補修 & 保護
8つの専門技術

コンクリートを。
補修し、守る。
インド初、次の組み合わせ

8つの専門技術

損傷した工業用コンクリート。

損傷を補修。劣化の進行を防ぎます。

01 床補修 - 4時間

750

02 機械基礎 補修

751

03 RCC浸透保護

753

04 湿潤冷却塔 コンクリート

1311 MVT

05 酸&薬品保護

756 + 4029

06 コンクリートのシール&保護

754 + 727

07 シームレスエポキシ床

756 + 761 + 765

08 柔軟目地シール

1311 FLX

損傷の状態、湿気の状況、使用環境に合ったシステムを選びます。

耐湿エポキシ＋特殊フィラー。 強力な接着。4時間で通
行可能。*

圧縮強度50 MPa。損傷した床、端部、機械 基礎を補修します。

耐湿エポキシ＋特殊フィラー。 速硬化。機械基礎向け。

損傷した台座や基礎の端部を復元します。床補修にも使用可能： 1時間以内
に歩行・通行可能。*

施工前 753施工後

藻が付着したRCC 753：緻密化。保護。

AIイラスト：清掃、下地処理、753施工。

浸透。緻密化。保護。 中性化防止。防藻。

露出したRCCへの浸水や、繰り返し発生する藻の低減に役立ちます。

湿ったコンクリートに強く付着。 通気性のある保護。

コンクリート水槽や壁を浸透水や生物汚れから保護します。 指定のMVTシス
テムを施工してください。

756：耐湿性の接着。 4029：柔軟性を内蔵したノボラッ
ク。

一部の酸は目に見えるシミを残し、接触箇所が分かります。 防液堤、排水
溝、ピット向けのシームレスライニング。

プライマーは下地により異なり、酸によるシミは薬品ごとに異なります。施工上の注意を参
照してください。

754：耐油&耐湿シーラー。 727：粉塵&水をはじく。

浸透して毛細管の孔を封鎖します。粉塵の発生と吸収を抑え、清掃も 容易に
なります。

756：接着。761：平滑化。765：保護。 シームレス。耐
摩耗。清掃しやすい。

エポキシスクリード層と耐摩耗コートの下に耐湿プライマーを施工。 システ
ム全体の湿気限度が適用されます。

柔軟エポキシ。ゴムのような仕上がり。 流す。充填。目
地をシール。

指定のコンクリートコーティングおよび骨材充填目地の詳細用。想定される

動きに 合ったシステムを選定してください。

施工上の注意
現場に合わせてシステム全体を組み合わせます。

01 / 02  供用再開

通行可能時間は、温度、下地処理、補修厚さ、想定荷重により異なります。751の 1時間以内
という表記は床の通行に関するもので、構造補修には承認された設計 と荷重解放が必要で
す。

03 / 06  表面保護

塗装前に藻と脆弱な材料を除去し、清掃・補修します。754 + 727は、実際の交通に対する
付着性と仕上がりの適合性を確認してください。

04  湿潤コンクリートの保護

下地処理と指定のMVTプライマー／主コート系を確認してください。浸漬時の膜厚は壁と床
で異なります。 供用前に25 Cで7日間確保してください。UV／ 藻の付着防止が必要な場合
は727を指定してください。

05  プライマー、柔軟性&酸接触

756 TDSは最大15%までの耐湿性を示しています。測定基準を確認してください。4029 TDS
は、 湿潤・湿気・油分を含むコンクリートには703 ST-PRIMEを指定しています。内蔵の柔
軟性は 伸縮目地の納まりの代わりにはなりません。シミは接触箇所を示すもので、必ずしも
漏水 源ではありません。98%硫酸：連続接触、50%硝酸：断続的なこぼれと速やかな水 洗
い。どちらもシミになる場合があります。薬品条件を選定し、完全な耐薬品性のため 25 Cで
7日間確保してください。

07 / 08  システム選定

756は761、765、FLXの湿気限度を上書きしません。床の総厚を確認し、 伸縮目地を残して
ください。FLXは承認された動き／ブリッジ納まりを使用し、指定時は7170、 屋外では必要
に応じてUV保護を行ってください。完全硬化：25 Cで7日間。

損傷をお見せください。
最適な補修&保護システムをご提案します。
sales@stanvac.com  |  +91 85271 99811  |  stanvac.com

製品根拠：Mechanical Why Buy、提供された製品TDS、Stanvacによる4029内蔵 柔軟性の確認。
施工イラストはAI生成であり、プロジェクトや試験の写真ではありません。個々の 製品特性が、す
べての組み合わせの性能を保証するものではありません。2026年9月 29日改訂。

01 床を補修。すぐ再開。

750 STANFLOOR

02 機械基礎を補修。

751 STANFLOOR

03 RCCを内部から保護。
753 STANGARD

04 冷却塔を保護。

1311 STANGARD CORROKOTE MVT

05 酸の攻撃から守る。

756 STANFLOOR PRIMER + 4029 STANGARD NOVOLAC

06 シール。仕上げ。保護。

754 STANGARD SEALER + 727 PLPU SHP

07 新しい耐摩耗面をつくる。

756 PRIMER + 761 SL SCREED + 765 TOP COAT

08 コンクリート目地を密封。

1311 STANGARD CORROKOTE FLX
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